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と
連
携
し
、
こ
の
２
月
に
関
連
地
方

自
治
体
を
集
め
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
結
成
の
会

合
を
開
い
た
。
テ
ー
マ
は
「
地
学
一

体
化
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
持
続
的

『
地
（
知
）
の
拠
点
』
創
成
へ
」
で
、

連
絡
先
が
前
橋
市
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
体
が
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

　

ま
た
、
四
国
大
は
「
と
く
し
ま
で

学
び
育
て
る
地
域
貢
献
型
人
材
育

成
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
徳
島
県
・
徳

島
市
・
美
馬
市
と
連
携
し
、
く
ら
し

き
作
陽
大
と
倉
敷
芸
術
科
学
大
も
倉

敷
市
と
、「『
く
ら
し
き
若
衆
』
と
育

ち
あ
う
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
倉
敷
』︵
仮
称
︶
を
立
ち
上

げ
た
。
こ
の
よ
う
に
地
方
大
と
地
方

自
治
体
と
が
連
携
し
て
事
業
を
行
う

動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
末
に
立
ち
上

が
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋（
プ
ラ
ス
）は
、
資

料
１
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
に
比
べ
、

大
学
卒
業
後
の
若
者
の
雇
用
創
出
な

ど
、
地
方
に
お
け
る
若
者
の
定
着
を

進
め
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
地
域

活
性
化
」
と
い
う
抽
象
的
な
目
標
か

ら
、「
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
阻
止
」

と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
に
な

り
、
地
元
の
企
業
な
ど
へ
の
就
職
率

や
雇
用
創
出
数
な
ど
、
成
果
目
標
や

施
策
も
よ
り
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
一
つ
の
大
学
だ
け
で
は
な
く
、

複
数
の
地
方
大
と
地
域
の
自
治
体
や

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
団
体
な
ど
が

協
働
し
、
自
ら
が
地
域
産
業
を
生
み

出
し
、
人
材
育
成
を
推
進
す
る
目
的

も
持
っ
て
い
る
。
地
方
の
雇
用
創
出

な
ど
は
、
と
て
も
一
つ
の
大
学
だ
け

で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
い
く
つ

か
の
大
学
や
地
域
の
自
治
体
、
企
業

と
連
携
す
る
こ
と
で
現
実
化
し
て
く

る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
地
方
私
大
を
め
ぐ
る
状

況
は
厳
し
い
。
こ
こ
数
年
定
員
割
れ

が
続
き
、
財
政
も
厳
し
い
大
学
が
ほ

と
ん
ど
だ
。
そ
の
よ
う
な
大
学
で
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
に
取
り
組
む
余
裕
も
な
い

た
め
、
再
活
性
化
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
動
き
の
一
つ
が
公
私
協
力
方
式

の
地
方
私
大
の
公
立
化
で
、
山
口
東

京
理
科
大（
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
）

と
成
美
大
（
京
都
府
福
知
山
市
）
が

２
０
１
６
年
に
公
立
大
と
な
る
予
定

で
あ
る
。
こ
の
事
例
か
ら
、
公
私
協

力
方
式
の
公
立
化
の
現
状
と
課
題
を

探
っ
て
み
る
。

注
目
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｃ+

事
業

　

地
方
の
大
学
が
地
域
に
貢
献
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、「
地
（
知
）
の

拠
点
整
備
」（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）
事
業
が
あ
る
。

大
学
が
自
治
体
や
地
域
社
会
と
連
携

し
、
地
域
に
根
差
し
た
研
究
や
教
育
、

社
会
貢
献
を
行
い
、
そ
の
よ
う
な
大

学
に
対
し
て
、
文
部
科
学
省
が
支
援

す
る
補
助
事
業
だ
。
２
０
１
４
年
度

に
採
択
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
に
は
私
大
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
共
愛
学
園
前
橋
国
際

大
は
群
馬
県
、
前
橋
市
、
伊
勢
崎
市

高
ま
る

地
方
私
大
の
存
在
意
義

　
　

公
私
協
力
方
式
の
私
大
の
公
立
化

　

地
方
創
生
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
地
方
私
大
に
志
願
者
が
流
れ
る
よ
う
に
大
学
政
策
が
方
向
転
換
し

て
い
る
。
単
な
る
地
域
活
性
化
で
は
な
く
、
若
者
の
雇
用
創
出
な
ど
、
地
域
再
生
に
お
け
る
地
方
私

大
へ
の
期
待
は
、
よ
り
具
体
的
で
多
様
化
し
て
い
る
。
山
口
東
京
理
科
大
と
成
美
大
の
例
か
ら
、
そ

の
現
状
と
課
題
を
探
る
。

特

別

レ

ポ

ー

ト

●特別レポート　公私協力方式の私大の公立化

方
自
治
体
が
全
額
出
資
し
、
職
員
の

ほ
と
ん
ど
が
自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ

る
。
い
わ
ば
大
学
を
子
会
社
化
︵
公

立
大
学
法
人
︶
に
す
る
の
に
近
く
、

住
民
の
心
理
的
抵
抗
感
は
少
な
い
。

こ
の
公
設
民
営

方
式
の
公
立
化

の
動
き
は
依
然

と
し
て
続
い
て

お
り
、
２
０
１�

４
年
４
月
に
も

長
岡
造
形
大
が

公
立
化
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、

地
方
自
治
体
が

補
助
金
を
出
し

た
り
、
校
地
や

校
舎
を
提
供
し

て
設
立
し
た
公

私
協
力
方
式
の

私
大
に
も
公
立

化
の
動
き
が
出

て
き
た
。
こ
ち

ら
は
自
治
体
丸

抱
え
の
公
設
民

営
と
は
違
っ
て
、

独
立
し
た
私
学

法
人
で
あ
る
。

し
か
も
、
定
員

割
れ
で
累
積
赤
字
を
続
け
て
い
る
私

大
を
子
会
社
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

住
民
の
中
に
は
反
対
す
る
人
も
出
て

く
る
。
実
際
に
成
美
大
の
公
立
化
で

は
、
市
民
の
一
部
か
ら
疑
問
の
声
が

上
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
公

私
協
力
方
式
の
私
大
の
公
立
化
だ
が
、

２
０
１
４
年
12
月
に
山
口
東
京
理
科

大
が
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
の
公
立

大
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
基
本
協

定
を
結
ん
だ
。
公
私
協
力
方
式
で
あ

る
私
大
の
公
立
化
と
し
て
は
全
国
初

の
試
み
で
あ
る
。

　

同
大
は
東
京
理
科
大
山
口
短
大
が

前
身
で
、
工
学
部
の
み
の
単
科
大
学

で
あ
る
。
同
大
は
、
地
方
自
治
体
が

全
額
出
資
し
て
設
立
し
た
こ
と
か
ら

公
設
民
営
方
式
に
近
い
。
近
年
は
定

員
割
れ
が
続
き
、
存
続
す
る
た
め
に

地
元
の
山
陽
小
野
田
市
に
市
立
大
へ

の
移
行
を
打
診
。
地
元
と
し
て
は
、

現
在
の
工
学
部
単
科
で
は
な
く
、
県

内
に
な
い
薬
学
部
新
設
を
条
件
に
基

本
協
定
書
を
交
わ
し
た
の
で
あ
る
。

２
０
１
６
年
４
月
に
公
立
大
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、
薬
学
部
新
設
は
２
０�

１
７
年
の
予
定
だ
。

　

同
大
の
佐
々
木
有
朋
事
務
部
長
に

公
立
化
に
成
功
し
た

山
口
東
京
理
科
大

　

こ
れ
ま
で
の
公
立
化
は
、
公
設
民

営
方
式
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
地

よ
る
と
、
公
立
化
さ
れ
た
場
合
は
、

・
教
育
研
究
に
つ
い
て
は
東
京
理
科

大
と
の
連
携
を
持
続
。

・
授
業
料
に
関
し
て
は
他
の
公
立
大

の
水
準
に
下
げ
る
（
他
の
学
費
納
入

金
に
つ
い
て
は
未
定
）。

・
公
立
大
法
人
と
な
っ
た
年
度
以
降

に
卒
業
す
る
在
校
生
は
新
公
立
大
の

学
士
と
な
る
。

　

公
立
大
に
な
る
の
は
２
０
１
６
年

か
ら
だ
が
、
今
年
の
志
願
者
も
昨
年

よ
り
や
や
増
加
し
て
い
る
。

　

山
口
東
京
理
科
大
で
は
、

　
「
最
終
的
に
は
志
願
者
が
１
３
０�

０
人
以
上
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

国
立
大
へ
流
れ
る
可
能
性
も
高
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
分
析
し
て
い
る
。

２
０
１
４
年
度
入
試
の
志
願
者
が

３
４
７
人
だ
っ
た
か
ら
約
４
倍
増
に

な
る
計
算
だ
。

　

地
元
の
下
関
南
高
の
松
村
成
通
先

生
は
、

　
「
こ
の
春
に
入
学
す
る
学
生
も
卒

業
し
た
と
き
に
公
立
大
出
身
に
な
れ

る
と
い
う
資
料
が
大
学
か
ら
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
本
校
も
生
徒
の
７
～

８
割
が
国
公
立
大
志
望
な
の
で
、
選

択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
プ
ラ
ス
に
な

り
ま
す
。
２
０
１
４
年
度
本
校
か
ら

地（知）の拠点整備事業大学
COC

地（知）の拠点大学による地方
創生推進事業　COC+

目的
地域のニーズと大学のシーズ（教育・
研究・社会貢献）のマッチングによる
地域課題の解決

地方の大学群と、地域の自治体・企業
やNPO、民間団体などが協働し、地
域産業を自ら生み出す人材を育成

最終目標 地域再生・活性化の核となる大学の形
成 若年層人口の東京一極中の解消

申請要件

❶全学的な取り組みとしての位置づけ
を明確化
❷大学の教育研究と一体となった取り
組み
❸大学と自治体が組織的・実質的に協
力
❹これまでの地域との連携の実績�
❺自治体からの支援の評価

左記の❶～❺にプラスして
❻自治体の教育振興基本計画や申請内
容にかかわる自治体の基本計画などへ
の申請大学の役割の記載
❼地域の複数大学、中小企業やベン
チャー企業、NPOなどとの連携

成果目標 取り組みに対する連携自治体の評価
連携自治体にある企業などへの就職率
プレ雇用創出数
取り組みに対する連携自治体及び中小
企業などの評価

資料１　coc+(地方創生推進事業にプラス)の位置づけ
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入
学
し
た
生
徒
が
１
名
い
ま
す
。
理

系
の
女
子
で
す
が
、
入
学
し
て
か
ら

も
し
っ
か
り
勉
強
が
で
き
て
い
る
よ

う
で
す
。
企
業
で
実
績
を
上
げ
た
教

員
も
い
て
、
教
育
の
質
は
悪
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
理
科
の
先
生
に
聞
い

て
も
評
判
は
良
い
で
す
ね
。
新
設
予

定
の
薬
学
部
に
つ
い
て
は
、
県
内
で

薬
剤
師
を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
も

あ
る
よ
う
で
人
材
は
不
足
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
薬
剤
師
養
成
に

お
い
て
ど
れ
だ
け
実
績
を
積
み
上
げ

る
か
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

公
立
化
１
年
目
の
合
格
偏
差
値
な
ど

も
注
目
さ
れ
ま
す
。
た
だ
本
校
で
も

保
護
者
を
含
め
て
資
格
志
向
が
強
い

の
で
、
学
費
の
安
い
公
立
大
は
間
違

い
な
く
歓
迎
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
公

立
化
し
た
鳥
取
環
境
大
な
ど
を
希
望

す
る
生
徒
も
出
て
き
て
お
り
、
県
内

の
理
系
公
立
大
の
新
設
は
生
徒

に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

今
年
の
志
願
状
況
を
見
て
も
、

こ
の
公
立
化
は
好
調
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
と
言
え
る
よ
う
だ
。

成
美
大
の
継
承
と
し
て

福
知
山
市
立
大
が
誕
生

　

京
都
府
福
知
山
市
の
成
美
大

は
、
こ
こ
数
年
定
員
割
れ
が
続

き
、
収
支
を
示
す
帰
属
収
支
差

額
も
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
地

方
私
大
の
中
で
も
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
た
。
大
学
基
準

協
会
の
大
学
評
価
で
も
、
設
備

や
施
設
は
よ
い
が
、
財
政
収
支

や
教
員
態
勢
、
中
退
の
状
況
、

情
報
公
開
な
ど
で
の
改
善
が
望
ま
れ

る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ば

存
続
の
危
機
に
陥
り
つ
つ
あ
っ
た
わ

け
だ
。

　

成
美
大
の
公
立
化
に
つ
い
て
は
、

結
果
的
に
赤
字
法
人
を
税
金
で
救
済

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
部
の
市

民
か
ら
は
反
対
論
が
生
ま
れ
た
。

　

し
か
し
、
成
美
大
が
消
滅
す
る
と

北
近
畿︵
京
都
や
兵
庫
の
日
本
海
側
）

か
ら
４
年
制
大
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
が
、
公
立
化
す
れ
ば
大
学
教
育
は

存
続
し
、
拡
充
も
可
能
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
資
料
２

の
よ
う
に
京
都
工
繊
大
が
、
北
京
都

分
校
を
成
美
大
に
隣
接
す
る
女
子
高

跡
地
に
建
設
す
る
プ
ラ
ン
を
打
ち
出

し
た
。
こ
の
動
き
が
後
押
し
と
な
っ

て
福
知
山
市
立
大
（
仮
称
）
の
設
置

が
２
月
23
日
に
福
知
山
市
か
ら
表
明

さ
れ
た
。
正
式
に
は
３
月
下
旬
の
市

議
会
で
決
定
す
る
。

　

当
面
は
成
美
大
の
経
営
情
報
学
部

を
継
承
し
、
３
～
４
年
後
に
学
部
・

学
科
の
名
称
変
更
と
学
科
コ
ー
ス
の

増
設
を
目
ざ
す
。
地
元
の
新
聞
な
ど

で
は
、
今
回
の
経
緯
は
ビ
ッ
グ
ニ
ュ�

ー
ス
に
な
り
、
地
元
の
高
校
や
受
験

生
も
当
然
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

成
美
大
の
内
山
昭
学
長
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。「
現
在
進
行
中
で

す
が
、
志
願
状
況
は
好
転
し
、
志
願

者
は
す
で
に
七
〇
名
を
超
え
、
前
年

の
倍
近
く
に
な
り
そ
う
で
す
。
特
に

３
月
入
試
は
公
立
化
の
方
向
が
は
っ

き
り
し
ま
し
た
の
で
、
さ
ら
な
る
志

願
者
増
と
入
学
手
続
き
率
が
上
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
公

立
化
で
学
費
が
安
く
な
り
ま
す
の
で
、

近
く
の
進
学
者
が
多
い
高
校
か
ら
の

応
募
も
目
立
ち
始
め
ま
し
た
」

　

重
い
学
費
の
負
担
か
ら
大
学
進
学

に
二
の
足
を
踏
む
受
験
生
が
増
加
す

る
中
、
近
く
に
学
費
の
安
い
公
立
大

が
生
ま
れ
る
こ
と
は
歓
迎
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
志
願
者
の
レ
ベ
ル
も
高

く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

成
美
大
も
そ
の
期
待
に
応
え
よ
う

と
、「
こ
の
４
月
か
ら
公
立
大
で
想

定
し
て
い
る
公
共
経
営
コ
ー
ス
を
設

け
ま
す
。
ま
た
こ
こ
数
年
斬
新
な
教

育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
演
習
な
ど

い
く
つ
か
の
授
業
で
２
人
教
員
担
当

制
を
導
入
し
、
す
べ
て
の
学
生
に
教

養
、
専
門
の
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

て
い
ま
す
。
教
員
の
負
担
は
増
え
ま

す
が
、
２
人
の
教
員
が
相
談
し
て
授

業
を
行
う
の
で
、
学
生
の
レ
ベ
ル
に

福知山市立大（仮称） 京都工繊大北京都分校（仮称）

・北近畿唯一の４年制大学とし
て、行政・企業・市民と連携して
地域の課題に解決に向けて行動す
る。
・課題の解決への意志と行動力
を持った地域の将来を担う国際的
視野と教養を身につけた人材の育
成。
・「教育のまち福知山」として市
民の生涯教育の拡大・推進。

・産業基盤と地域社会のグロー
バル化を支えるリーダーシップを
備えた国際的高度技術者の養成。
・地域の人材の Uターンによっ
て地域活性化を進め、地域活性化
の核とする。
・「人間みらい工学︵総合工学）」
分野の新設。
・地域社会人教育を行い、履修
証明を発行。

資料２　�福知山市立大(仮称)と京都工繊大北京都分校(仮
称）による文理融合連携教育体制� （編集部作成）　

応
じ
て
指
導
で
き
る
こ
と
が
強
み
で

す
。
ま
た
90
分
授
業
の
う
ち
70
分
は

講
義
、
残
り
の
20
分
を
小
テ
ス
ト
に

あ
て
、
自
主
学
修
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
る
。

京
都
工
繊
大
と
の
コ
ラ
ボ
に

よ
る
文
理
融
合

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
成
美
大
の
公

立
化
と
と
も
に
、
国
立
の
京
都
工
繊

大
が「
地
域
創
生
工
学
コ
ー
ス
」北
京

都
分
校
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

資
料
２
の
よ
う
に
、
互
い
に
連
携

す
る
こ
と
で
、
北
近
畿
地
区
に
文
理

融
合
の
工
学
系
の
大
学
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
。
京
都
工
繊
大
の
学
生

は
、
１
・
２
年
は
京
都
市
内
の
松
ヶ

崎
（
本
校
）
で
学
び
、
３
年
次
か
ら
、

福
知
山
の
北
京
都
分
校
で
学
ぶ
。
国

立
大
と
の
連
携
に
よ
る
文
理
融
合
の

人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
地
域
振
興
の
目
的
に
向
か
っ

て
大
き
く
前
進
で
き
る
。

　

ま
た
同
地
域
に
は
京
都
府
立
大
を

交
え
た
産
官
学
の
大
規
模
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
進
ん
で
い
る
。
前
述
し

た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
に
最
適
な
モ
デ
ル
に
な

る
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
京
都
府
北
部
地
域
の

印
象
に
つ
い
て
、
地
元
の
府
立
Ａ
高

の
進
路
指
導
担
当
教
諭
は
、

　
「
京
都
府
北
部
地
域
か
ら
進
学
は
、

成
美
大
へ
の
進
学
の
わ
ず
か
の
場
合

を
除
き
、
事
実
上
は
保
護
者
か
ら
離

れ
て
生
活
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
経

済
的
負
担
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
で

す
ね
。
ま
た
、
大
学
卒
業
後
に
地
元

に
就
職
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
た
適
切
な
就
職
先
が
不

足
し
て
お
り
、
結
果
的
に
人
材
流
出

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
し

た
。
さ
ら
に
、
京
都
府
北
部
地
域
と

南
部
地
域
の
経
済
格
差
も
著
し
く
、

超
高
齢
化
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
『
限
界

集
落
』
や
『
子
ど
も
の
貧
困
』
問
題

な
ど
も
見
ら
れ
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
は
大
き
い
で
す
ね
」
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
声
も
あ
る

な
か
、
今
回
の
成
美
大
の
公
立
化
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

・
京
都
府
北
部
地
域
に
大
学
生
が
居

住
す
る
利
点
は
大
き
い
。
地
元
高
校

生
の
進
学
先
も
確
保
で
き
る
。

・
学
科
と
し
て
は
、
福
祉
施
設
の
管

理
職
員
た
る
「
社
会
福
祉
士
」
な
ど

の
養
成
が
期
待
で
き
る
。

・
地
域
経
営
学
部
の
中
に
教
職
免
許

を
取
得
で
き
る
教
員
養
成
コ
ー
ス
を

設
置
す
れ
ば
、「
北
近
畿
」
地
域
唯

一
の
中
学
校
・
高
等
学
校
等
の
教
員

免
許
取
得
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、

「
免
許
更
新
講
習
」
な
ど
の
開
講
を

通
し
て
、
地
元
の
現
職
教
員
の
資
質

向
上
に
も
寄
与
で
き
る
。

・
京
都
工
繊
大
と
の
連
携
に
よ
り
、

文
理
に
ま
た
が
る
幅
広
い
学
び
の
場

が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
び

の
「
ら
せ
ん
構
造
」
が
で
き
、

教
育
の
質
が
一
層
「
保
障
」
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

・
地
元
企
業
か
ら
は
「（
高
校
生
よ

り
も
）
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
優
秀

な
大
学
生
が
欲
し
い
」
と
い
う
声
も

あ
り
、
人
材
流
出
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

・
公
立
大
に
な
る
と
、
出
願
先
と
し

て
全
国
区
と
な
り
、
他
府
県
か
ら
学

生
が
流
入
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

価
値
観
が
多
様
で
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
出
身
者
で
あ
る
若
者
の
存

在
こ
そ
が
、
地
元
に
と
っ
て
刺
激
に

な
る
。

・
大
学
で
の
「
学
修
」
の
質
が
向
上

す
れ
ば
、
地
域
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ

も
高
ま
り
、
多
様
化
す
る
。
単
純
な

ア
ル
バ
イ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ャ�

ッ
タ
ー
商
店
街
の
「
回
復
」、
災
害

に
強
い
「
街
づ
く
り
」
の
あ
り
方
、

小
学
校
・
中
学
校
へ
の
学
習
支
援
、

部
活
動
の
一
層
の
活
性
化
な
ど
が
高

ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
新
し
い
公
立
大
の
誕

生
に
よ
っ
て
、
大
き
な
風
が
起
こ
り
、

他
地
域
か
ら
人
材
が
入
る
こ
と
に
よ

る
利
点
は
、
地
方
に
と
っ
て
極
め
て

大
き
い
。
こ
れ
は
京
都
や
兵
庫
の
北

部
、
福
知
山
市
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
く
、
全
国
の
地
方
に
言
え
る
こ
と

で
あ
る
。

　

昨
年
は
地
方
消
滅
都
市
が
大
き
な

話
題
に
な
っ
た
が
、
そ
の
対
策
の
大

き
な
柱
と
し
て
、
旧
来
か
ら
の
地
域

活
性
化
だ
け
で
な
く
、
地
方
私
大
の

公
立
化
も
含
め
た
大
学
の
知
的
能
力

や
人
材
育
成
の
教
育
力
を
高
め
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

地
方
私
大
に
多
い
公
私
協
力
方
式

で
は
、
こ
の
よ
う
な
公
立
化
の
道
も

一
つ
の
活
性
化
の
選
択
肢
に
な
る
し
、

地
元
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
ま

た
地
元
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
高
校

生
に
と
っ
て
、
学
費
が
安
い
公
立
大

は
あ
り
が
た
い
し
、
進
学
指
導
の
上

で
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。�

�

（
取
材
・
文
／
木
村
誠
）

●特別レポート　公私協力方式の私大の公立化


